
【令和６年度】　指定管理者評価シ ー ト

所　　管　　課 福祉部　地域福祉課

評価対象期間 令和６年４月１日　～　令和７年３月３１日

令和５年度　指定管理者評価シート＜１＞　指定概要　　（指定管理者によりご記入をお願いします。）

名　　 称 川西市立養護老人ホーム　満寿荘

所 在 地 兵庫県川西市湯山台２丁目４６番地

設置目的 老人福祉法第15条の規定により養護老人ホームを設置する。

名　　 称 社会福祉法人　川西市社会福祉協議会

所 在 地 兵庫県川西市火打１丁目１２番１６号

　※　指定管理の業務内容を明確に記入してください。

指定期間 令和４年４月１日　～　令和９年３月３１日

施設概要

利　　用　　料　　金　　制 非利用料金制　　　・　　一部利用料金制　　　・　　　完全利用料金制

指定管理者

指定管理業務の内容

（１）老人ホームの運営に関すること。

（２）老人ホームの施設及び附属設備の維持管理に関すること。

（３）その他、市長が必要と認める業務に関すること。



令和６年度　指定管理者評価シート＜２＞　評価結果 【評価区分】
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評価レベル 評価レベル

B B

B B

B B

B B

B B

A B

B C

A C

A C

A C

A A

優　　　良

良　　　好

課　題　含

要　改　善

区  分
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】

評価項目及びポイント なぜその評価に至ったか（説明） なぜその評価に至ったか（説明）

１　施設の設置目的の達成に関する取
組み  【有効性】

１　施設の設置目的の達成に関する
取組み 【有効性】

（1-1） 施設の設置目的である事業運営
の達成

（1-1） 施設の設置目的である事業
運営の達成

＜　課　 題　＞

3月末時点での稼働率が26％と非常に低い状態です。原
因は退所者数に対して、新規入所者数が減少しているた
めです。稼働率をあげるための入口支援の整備を行い、
実行していかなければなりません。

事業計画にある自治会や市などとの連携・交流でできて
いない項目がある点や、稼働率の低下などの課題があ
ります。ただし、退所者数が多いことについての評価は
中身を見て行うべきで、経営上の稼働率とは切り離して
考える必要があります。６年度については４、５年度と比
較して、目的に合致した退所が増加しているため、そこ
は高く評価しています。

（目的に合致した退所数／全退所数）
４年度：３／８　　５年度：０／３　　６年度：６／１２

意見なし

＜改善内容＞

セーフティネットとしての役割と新たに制度の狭間にいる
方の短期入所対応などを市と協議し、以前より広く入口
支援できるよう共有しました。またそのことを関係事業所
にＰＲをしています。

コロナ禍でなくなった連携・交流の復活を進めているとこ
ろですが、現在調整中のコーヒーの煎れ方講座ボラン
ティアなど、新規案件の模索も引き続き行っていただき
たいと思います。また、短期入所の対象拡大を各種関係
機関にしっかりＰＲしていくことで、稼働率を上げていく必
要があります。

意見なし

(1-2) 施設の利用状況及び事業への参
加状況

(1-2) 施設の利用状況及び事業へ
の参加状況

① 施設の目的に則って、有効に活用
（利用）されていたか。

身寄りがなく、経済的困窮にある高齢者、身
体・知的・精神障害をもつ高齢者が自立した
生活ができるよう支援しました。また虐待高
齢者など市と連携して受け入れましたが、新
規入所が2名だけになってしまいました。

環境・経済的理由で、居宅での養護が困難
な者を養護し、尊厳にふさわしい日常生活を
営み、社会活動参加に必要な指導や援助を
行うという目的に沿った取り組みができた結
果、退所者１２人中６人が自宅や施設の生
活に移れました。ただし新規入所が少なく稼
働率は低下しました。

意見なし

② 施設の利用者や実施された事業へ
の参加者数の増加、サービス利用者の
利用回数の促進など創意工夫が図られ
たか。

ボランティアの協力のもとクラブ活動を実施し
ています。また移動販売車による買物の機会
を提供しています。
日赤奉仕団や少林寺拳法の団体とも交流会
を再開しましたが、利用者が減少したので参
加者は少なくなっています。

事業計画に掲げている連携・交流の全てを
できているわけではないですが、コロナ禍で
なくなったものを復活させ、新規の開拓も行
われています。

意見なし

＜　課 　題　＞
既存のボランティアだけではなく、新たなボランティアの
開拓をおこない、新しい行事運営が必要です。

感染症対策を行いながらの行事運営となり、コロナ禍前
よりも難易度が上がっています。以前は施設内テニス
コートで行っていたお祭り等を通して、地域との交流や福
祉避難所・一時避難場所であることのＰＲができていまし
たが、現在は行えていません。

意見なし

＜改善内容＞
ボランティアセンターと連携し、新たなボランティアと新し
い取り組みができないか調整しています。

感染症対策を考えると、地域の多人数との交流は難しい
ので、少人数のボランティアの新規受け入れや地元地域
活動への参加、自治会の会合や広報板を活用した情報
提供など、工夫を重ねる必要があります。

意見なし

（1-3） 利用者の満足度 （1-3） 利用者の満足度

① 利用者の満足度を把握するため、定
期的にアンケート調査などを実施した
か。

入所者の楽しみとなっている、食事に関する
嗜好調査を年1回実施しました。

食事の調査だけでなく、その他様々な事項
について報告ができる形での調査が必要で
す。

意見なし

②利用者アンケート調査の結果から、施
設利用者ニーズや満足度を把握し、事
業の改善等が得られたか。

嗜好調査の結果及び要望は、行事食や普段
の食事のメニューや選択食などに反映し提
供しました。

食事に関しては適切なＰＤＣＡが回せている
ようです。その他の事項についても同様に行
う必要があります。

意見なし

③利用者からの苦情に対して十分な対
応がなされたか。

職種に関わらず職員が入所者から苦情・要
望・相談を受け、その都度、迅速、適切に対
応しました。

６年度の業務報告書には苦情・要望・相談に
ついての記載がありませんでした。実際は対
応されているのだと思いますが、報告をお願
いします。

苦情への対応についても、必要に
応じて業務報告書等で市に報告を
して、現状を共有する必要がある。

④アンケート調査以外に、さまざまな手
法で利用者の意見を把握し、それらを反
映させる取組みがなされたか。

常設の意見箱を設置しています。また、月１
回の行事説明会で入所者の意見を聞いてい
ます。全職員が日頃のコミュニケーションの
中からも意見や希望を聞いています。

入所者の表情などを見ていると、日頃から意
見や希望を聞いて反映されているのだろうと
察するところはありますが、客観的に評価で
きる形での報告が必要です。

意見なし

⑤サービスの質を向上させるため具体
的な取り組みを行ったか。また、取り組
みの結果、どのような効果が得られた
か。

感染防止対策上出来ていなかった団体ボラ
ンティアとの交流会を実施しました。
また、入所者が生活の中で携帯電話を安心
して使用できるようスペースを設置し、プライ
バシーを確保ました。

団体ボランティアとの交流会の再会、携帯電
話使用時のプライバシー確保の改善、ともに
評価できます。

利用者の意見としては、景色が良く
て、緑も多く、手の込んだ食事も
あって、入所者が少ないのがもった
いないくらいである。

施設名 養護老人ホーム満寿荘 管理者 社会福祉法人　川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

①法令や利用のルール、事業計画に
則って施設の事業運営が適切に行われ
たか。また、施設を最大限に有効活用
するとともに、施設の設置目的に沿った
成果が得られたか。

C

10月より従来の外部ｻｰﾋﾞｽ特定施設を廃止
し、個別型養護老人ホームへ移行しました。
元来の養護に戻ることにより、幅広い在宅
サービスを受けていただくことができました。
自立を支援する施設として生活の選択肢を
広げて、個々の目標にむけた出口支援をお
こなうことができましたが、新規入所者の受け
入れは2名だけになりました。

C

法令等に則った運営を行い、利用者の自立
に向けた選択肢が広がったことは評価でき
ます。退所者の増加も施設の目的に沿った
退所理由が多いため、評価すべき点だと考
えています。一方で、事業計画で実施できて
いない項目がある他、稼働率は施設を最大
限活用できていないことを示しており、同施
設の役割を最大限発揮するには課題があり
ます。

意見なし

②利用に係る登録方法や手続につい
て、利用者に対し十分に周知を行い、適
正な方法で行われたか。

A

入所時には、本人、身元引受人、各市町職
員などの立会いのもと十分説明し理解して頂
いたうえで、適正に手続きを行いました。家族
に対しても施設の説明文書を渡しています。

A
入所に関する説明を関係者立ち会いのもと
実施するなど、適正な手続きの実施に努め
ています。

意見なし

③施設の設置目的に応じた効果的な営
業や広報活動を行い、その結果、効果
があったか。

B
設置目的や短期措置について市と共有を行
いました。順次広報活動を行っていきます。

B

施設の性質上、入所者が多いことは良いこと
と言えない面がありますが、広報のほか、関
係機関や他自治体への周知を行っていく必
要があります。

意見なし
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施設名 養護老人ホーム満寿荘 管理者 社会福祉法人　川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

B A

A A

A A

A A

B A

B A

B C

B B

C C

B A

B A

＜　課 　題　＞
入所者の生活上のルールが運営当初から見直しされて
ないので、いまの時代にあった生活上のルールになるよ
う見直す必要があります。

実際には利用者の意見を吸い上げ、改善しておられると
思うのですが、客観的に評価できる形での報告がなされ
ていないことが１番の課題だと考えます。

意見なし

＜改善内容＞
地域生活に近い形になるよう生活上のルールの見直しを
行い、入所者には見える化していきます。

７年度から項目数を増やした定量的なアンケート実施を
既に検討されているとのことなので、そのまま実践をお
願いします。また、生活上のルール改善や入所者への
見える化を行われるということで、それについても効果を
期待しています。

満寿荘以外の施設も含めて、社会
福祉協議会はアンケート結果を市
に報告し、市はその内容を確認し
て、双方で改善に生かしていく必要
がある。

２　効率性の向上に関する取組み
    　【効率性】

２　効率性の向上に関する取組み
         　【効率性】

(2-1) 経費の節減 (2-1) 経費の節減

① 施設の管理運営に関し、経費を効率
的に節減するための十分な取組みが行
われ、その効果が得られたか。

エアコンの運転時間を調整することで電気・
ガス使用量の節減に努めました（23％削減）

施設の維持管理経費については経費削減
のために計画的な取り組みが行われていま
す。

意見なし

② 管理運営業務の遂行にあたり、業者
発注や業務委託により行われる場合、
適切な水準で行われ、経費が最小限と
なるような競争が行われたか。

業務委託や修繕、物品購入については、原
則、相見積もりを実施し経費が最小限となる
ように、安価な業者に委託契約や修繕等の
依頼をしました。

修繕や物品購入等において経費削減の観
点から、安価な業者に委託や相見積もりなど
を実施し、経費削減に努めています。

意見なし

＜　課 　題　＞
35年以上経過し、老朽化や経年劣化による修繕が増加
しています。小規模修繕では対応できない、設備の更新
の必要性を市に報告しています。

施設・設備の老朽化による修繕が多くなり、修繕がなさ
れるまでの対応や破損・不具合が無いかの見回りなど
の業務が増加しています。また、緊急を要するものは相
見積もりをとれず、軽費の節減ができないことも想定され
ます。

10年持たせるだけで2億近くかかる
現状で、小規模修繕で安全が確保
できるのかが疑問。経済的困窮や
身体的精神的理由の方など様々な
方がいる中で、介護付有料老人
ホームが生活保護の方でも利用で
きる実態がある中で、どう棲み分け
るのか、どこまで必要性があるのか
を考える必要がある。

＜改善内容＞

小規模修繕においては、相見積もりを実施し、経費の削
減に努めました。また、大規模修繕に関しては、エアコン
の更新など、利用者の安全に直結するものなど市と連携
に努めています。

大規模修繕について、市の担当部署へ要求し続けてい
ます。今後も引き続き要求を続けます。電気・ガスの調
整による経費節減は、職員と利用者の健康に影響がな
いよう注意しながら継続をお願いします。

意見なし

(2-2) 収入の増加 (2-2) 収入の増加

① 収入を増加させるための具体的な方
法の検討や取り組みを行ったか。

セーフティネットとしての施設の役割と新たに
制度の狭間にいる方の短期入所対応などを
市と検討を重ねました。以前より広く入口支
援できるよう措置する要件を共有しましたが、
PR活動がおこなえておらず、入所者数は減
少しました。

制度の狭間にいる方の短期入所対応に向け
た対象者拡大の検討を行い、７年度の実施
につながっています。

意見なし

②収入の増加など取り組みの効果は得
られたか。

令和6年度においては、2人の入所がありまし
た。また、在宅復帰や施設入所、長期入院、
死亡などで12名が退所されました。

５年度までと同様のＰＲ活動を行っています
が、新規入所は２人にとどまっています。

意見なし

＜　課 　題　＞
市と協議を重ねた短期入所対応などを病院・地域包括支
援センター・ケアプランセンターなどの関係機関にPRでき
ませんでした。

満寿荘を知らない利用者・支援者を減らすため、常に新
たなＰＲ先を模索しなければなりません。

意見なし

＜改善内容＞
短期入所対応やセーフティネットとしての役割などを病
院・地域包括支援センター・ケアプランセンター関係機関
に周知し、連携を図っています。

７年度からは対象者を拡大した短期入所のＰＲに特に力
を入れていただければと考えています。

意見なし

(2-3) 収支のバランスなど　 (2-3) 収支のバランスなど

①収支のバランスは、適切であったか。
入所者数が退所者数を下回り、延べ人数で
も前年を下回り、減収となりました。

入所者の減少により措置費収入が減収とな
り、指定管理料を増額することで収支均衡を
保っており、適切な状況とは言えません。

意見なし

②費用対効果を考えながら、経費の効
果的で効率的な執行が行われたか。

物価高の中でも、物品購入や修繕など相見
積もりを行い、安価な業者に物品購入や修繕
依頼などを行いました。

物品購入や相見積もりの実施など、より安価
な出費になるよう、経費の削減に取り組んで
います。

意見なし

③収支の内容に不適切な点はなかった
か。

収入及び支出について適切に執行しました。
支出内容の確認や内部監査等で確認するな
ど、適切に管理しています。

意見なし

＜　課 　題　＞

介護の重度化による施設入所、長期入院による退所や
在宅復帰支援による在宅生活への移行のタイミングなど
退所を見込むことが難しい。また、措置入所が減少した
ため収入が減収となっています。

施設の性質上、退所による収入減はマイナスに考える必
要はありません（満寿荘のサービスに問題があって退所
されるなど特別な場合を除く）。ただ入所者増に向けた取
り組みは常に考えていかなければなりません。

意見なし

＜改善内容＞

引き続き各市町と連携して、ニーズのある方が適正なタ
イミングで入所できるように対応していきます。また、制度
の狭間にある方も措置対応できるよう各機関にPRを行
い、連携していきます。

ＰＲや対象者の拡大など入所者増につながる取り組みを
できる限り行っていくことが必要です。ただし、他の支援
の充実や社会情勢の変化などの要因で入所者減への
影響も出得るので、入所者減をもって取り組み不足と判
断することはできません。

意見なし
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A B

A B

B D

B B

A A

A A

A A

B B

A A

A A

B B

A A

A A

３　公の施設に相応しい適正な管理運
営に関する取組み【適正性】

３　公の施設に相応しい適正な管理
運営に関する取組み【適正性】

(3-1)  管理運営の実施状況 (3-1)  管理運営の実施状況

①法令や市等の指導に基づき、施設の
管理運営に、適切な人員配置をされて
いたか。

施設の配置基準以上の人員配置になってい
ます。

施設の配置基準を大幅に超える人員配置に
なっており、その必要性について疑問が残り
ます。

意見なし

②法令や市等の指導に基づき、業務に
必要な研修・教育が適切に行われた
か。

研修会については、職員のスキルアップや対
応能力の向上を図るためWEB研修なども利
用して可能な限り参加しています。

職員ごとに研修計画を策定し職員の能力向
上に努られていますが、入所者の高齢化に
伴う課題への対応など常にスキルを上げて
いくことが求められます。。

意見なし

③経費の節減やサービス提供の質な
ど、管理運営が適切に行われていた
か。

節水、節電に努め、光熱水費の削減に努め
ました。また、入所者や家族の意向のもと、
在宅復帰支援を関係機関と連携して行いまし
た。それに伴い成年後見制度の利用を促進
し、入所者の権利擁護に努めました。

節水・節電は光熱水費に、在宅復帰支援は
退所者数に結果がでており、評価できます。
また、成年後見制度の利用促進も入所者の
権利擁護に重要なため、評価できます。

意見なし

④施設の良好な管理運営を進めるた
め、新たな取り組みについて、指定管理
者自ら提案・検討を進め、実施された
か。

管理運営のためのマニュアルの整備、点検
をし、マニュアルの標準化・見直しに努めてい
ます。また、地域の相談窓口として各機関に
つなげていけるようにしています。　　　　

管理運営のため、マニュアルの整備や点検
を行うなど、必要な措置を講じています。

意見なし

＜　課 　題　＞
施設の老朽化により小規模修繕では対応できない大規
模修繕については、市に報告していきます。

施設の老朽化により、入所者の安全を確保するための
大規模修繕の必要性が増えています。

本当にこのような現状であれば、入
所者を大切にしつつも、発展的解消
や次の新たな何らかの施策が早急
に必要な状況だと思われる。

＜改善内容＞
入所者の安全な生活確保のため小規模修繕には迅速に
対応しました。また、大規模修繕においても市と協議を
行っています。

適切な設備機能を維持するため、引き続き担当部署に
大規模修繕を要求していきます。

意見なし

(3-2) 法令順守、個人情報の保護、安全
対策、危機管理体制、平等利用など

(3-2) 法令順守、個人情報の保護、
安全対策、危機管理体制、平等利
用など

①法令に沿った適正な事業の実施を行
うだけでなく、チェック体制などの整備や
機能をさせているか。

　法令に沿った適正な事業を行い、法人内部
監査を実施しました。また、介護保険事業に
おいては、指導監査に係るチェックリストを提
出し、県の集団指導に基づき適正に法令を
順守しています。

県の実地指導や、法令遵守のための内部監
査を実施するなど、チェック体制の整備が出
来ています。

意見なし

②施設利用者の個人情報保護などの
取扱いが適切に行われているか。

　入所者の個人情報管理はもとより、緊急
ショート利用者に対しても厳重な個人情報保
護と安全対策を行っています。

紙ベースの個人情報は鍵付きのキャビネット
と鍵付きの部屋で管理し、データの個人情報
はセキュアなシステムに集約して管理してい
ます。

意見なし

③日常の事故防止などの安全対策が
適切に実施されているか。

　月１回、防火自主点検を実施し入所者の安
全確保に努めています。また、建物の老朽化
が進んでいるため、設備に不具合がないか
随時点検し、可能な限り迅速に対応し事故防
止に努めています。
引き続き感染対策を実施しながら、入所者の
身体機能の低下が進まないように、個々の
状態に応じた支援を実施しています。また、
きんたくんいきいき百歳体操を継続すること
で、事故の防止に努めました。

建物の老朽化が進み、設備の不具合などが
度々起こる中、点検と対応に尽力いただいて
います。
また、設備面だけでなく入所者の身体機能
面でも事故防止に努めていただいており、評
価できます。

意見なし

④防犯、防災対策などの危機管理体制
が適切であるか。

　作成している災害対策マニュアル、防犯マ
ニュアルを再度確認しました。防犯カメラを設
置し危機管理体制を強化しています。

災害、防犯マニュアルの再確認を行うなど、
適切な危機管理体制をとっています。

意見なし

⑤事故発生時や非常災害時の対応に
ついてマニュアルを作成するなど適切な
対応ができるように整備しているか。

　事故対応及び災害対策マニュアルを作成し
適切な対応ができるようにしています。
　年２回（日中・夜間）の火災を想定した避難
訓練を実施しています。
　また、救急搬送依頼時のフローチャート等
を職員に周知しました。

年２回の避難訓練により、非常時への備え
は一定できていると考えます。認知・身体機
能の低下により、利用者それぞれに必要な
支援が異なってくると思いますので、それら
にも備えていただければと思います。

意見なし

⑥利用者を限定しない施設では、利用
者が平等に利用できるよう配慮したか。

⑦利用者が限定される施設では、利用
者の選定を公平でかつ適切に実施した
か。

措置入所施設のため入所の選定は、措置者
である各市町が入所判定委員会を設置し、
公平かつ適切に実施されています。

各措置権者が適切に入所判定を実施してい
ます。

意見なし

＜　課 　題　＞
各種委員会の中での研修実施にはいたっていません。ま
た防犯対策ではマニュアルはあるものの実践的な研修
は実施できていません。

感染症や事故、虐待、防犯など、対策や研修をすべきも
のが多くありますが、事例なども少なく、実施が難しい状
況です。

意見なし

＜改善内容＞
各種委員会において研修が実施できる体制を担当職員
と確認しました。防犯対策では外部研修を実施できるよう
にしていきます。

まずは防犯対策について、警察と協力して行う予定を立
てておられるということで、感染症など他の対策・研修な
ども順次行っていってもらえればと思います。

意見なし
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施設名 養護老人ホーム満寿荘 管理者 社会福祉法人　川西市社会福祉協議会 所管課 福祉部　地域福祉課

指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

B B

【記入上の留意点】
（１）指定管理者は、自己評価記入欄に、市所管課は、一次評価記入欄に評価を記入いただきますようお願いします。
（２）水色の表観覧にはドロップダウンで評価（A、B、C、D）が選択できます。評価欄の濃淡ピンク色の部分は、水色の部分に評価を入力すると自動的に総合評価が表示されます。

総　　合　　評　　価
指定管理者自己評価結果

【指定管理者記入欄】
指定管理者一次評価

【市所管記入欄】
指定管理者二次評価
【外部評価者記入欄】

評価ランク

　・評価できる内容

10月から外部サービス特定施設を廃止し個別型養護老
人ホームへ移行することで、職員数の適正化や入口支
援と出口支援を展開するための整備をおこないました。
在宅復帰を希望する入所者へは、関係機関と連携し環
境の改善に努め、地域生活ができるよう支援しました。
物価高騰の中、ボイラーやエアコンの運転時間を時期に
より調整することで経費削減を行いました。

左記の指定管理者記入欄の内容に加えて、目的に合致
した退所者が増えたことも適切な支援が行われているこ
とを示していると考えられます。また、新規のイベント・交
流を模索していることも評価できます。

意見なし

　・令和6年度に改善した内容

入口支援において、セーフティネットとしての機能と制度
の狭間の方への対応として短期入所措置をしていくこと
を市と協議の上、共有することができました。
団体ボランティアとの交流会を感染防止対策を行いなが
ら、実施することができました。
施設の老朽化に伴う修繕を随時行い、利用者の安全を
確保しました。

制度の狭間の方をどう救うかは行政の重要な課題であ
り、新たな取り組みによる解決は非常に評価できます。
また、利用者の尊厳にふさわしい日常生活や社会活動
参加に必要な指導や援助のため、団体ボランティアとの
交流会や施設の修繕はとても重要です。

意見なし

　・令和6年度に改善したことによ
る効果

新たに短期入所措置について関係機関にPRすることで、
入所に関わる相談が増えました。入所に至るケースもあ
りますが、入所にならない場合でもしっかり相談を受けて
次につながるよう連携しています。

短期入所措置のＰＲで入所相談が増えたことは評価でき
ます。相談内容の簡易な報告をいただけると、入所に至
らなかった人への貢献についても計ることができます。

意見なし

　・問題があり次年度以降改善が
必要な点

入口支援において、セーフティネットとしての機能と制度
の狭間の方への対応として短期入所措置をしていくこと
を市と協議できましたが、病院や地域包括支援センター
等の関係機関への周知ができていないため早急に実施
していく必要があります。
入所者が安心した生活が送れるよう、携帯電話の使用な
ど時代に即した生活上のルールの見直しなどが必要で
す。

左記に加えて、低い稼働率の状態で、施設の配置基準
を大幅に超える人員配置になっていることは問題です。
客観的な評価が行える報告やアンケート項目の不足も
改善が必要です。また、老朽化している設備の改修がで
きていないことも市として対応が必要です。

意見なし

　・改善方法とその時期
関係機関へのPRは早急に実施しています。
生活上のルールの見直しについては、職員間で協議し、
生活のしおりとしてまとめています。

左記に加えて、報告やアンケート内容の充実なども期待
しています。一方、設備改修や職員体制については市と
協議を重ね、利用者の安全確保や職員の適性配置に努
めてください。

意見なし
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